
⑦．小型・中型トラクタによる弾丸暗渠施工技術 
  

  

１．振動式弾丸暗渠機の特徴 

  

  ３０馬 力 程 度 のト ラ ク タ 

   で も 施 工 で き る 

  

  昭和５０年前後に普及した水田転換畑関連の機械化技術の一つで、それまで大型トラクタ（４０馬力以上）で

しかできないと言われていた弾丸暗渠施工が、中型トラクタ（２０～４０馬力）でもできるようになった。 

  下図のように弾丸部を前後に３ｃｍ程度振動（約１０ＨＺ）させることによって牽引抵抗を大幅に減少させ

る。また、振動によって耕盤破砕を容易にし、かつ亀裂が入りやすくする効果も期待できる。 

  牽引する弾丸（モール）直径は８～１０ｃｍである。施工深さは、地表面下２０cm前後にある耕盤を破砕して

その下に暗渠を形成するため、３０～４０ｃｍとするのが一般的である。作業速度は、圃場条件によって異なる

が２～４km/h程度である。 

  ただし、本機を使用する場合の留意事項として、弾丸の振動がトラクタを介して座席に伝達されるため、健康

上、長時間連続作業はしないこと。通常１日４時間程度が限度とされている。 

  

 

  振動式弾丸暗渠機を用いると30馬力程度の中型トラクタでも暗渠が施工でき、振動によ
って耕盤破砕を容易にし、かつ亀裂が入りやすくする効果が期待できる。また、重粘土質
土壌においても、本暗渠・モミガラ暗渠と組合わせることにより、効果的な排水機能が
確保できる。 
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図１ 振動式弾丸暗渠の動作
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２．本暗渠との組合わせ方法 

  

  本 暗 渠・モ ミ ガ ラ 暗 渠 と の 組 合 わ せ で 効 果 倍 増 

  

  弾丸暗渠施工時には、第１に排水面の高さが十分に低いことを確認しておく。排水面が高いと造成した暗渠か

ら水が逆流し、逆効果となる場合がある。 

  また、重粘土質土壌などでは、弾丸暗渠のみでは効果が不十分である。その場合には、本暗渠・モミガラ暗渠

との組合わせで、効果的な排水機能が確保できる。図２には、本暗渠と弾丸暗渠との組合わせ施工例を示した。

すなわち、本暗渠は圃場の長辺方向に、１０～２０ｍ間隔に、深さ４０～５０ｃｍに施工する。本暗渠上部には

モミガラ等を入れておく。弾丸暗渠は本暗渠と直交するように、２～５ｍ間隔で、深さ３０～４０ｃｍ程度に施

工する。弾丸造成部が本暗渠上部のモミガラ等に通じることで通水性を増すことができる。 

  弾丸暗渠の施工時期は大豆播種前に行うのが基本であるが、湿田で作業ができにくい圃場や労働力が不足する

ケースでは、前年度の水稲収穫後に行っておくこともある。 

  

図２ 暗渠排水施工の１例（本暗渠と弾丸暗渠との組合わせ）
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耕盤（地下20～30cm）下に形成された弾丸暗渠 
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